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・梵天帝釈→梵天と帝釈天。共に仏教

の守護神。 ・天長地久（てんちょうち

きゅう）→天地が永久であるように物事

がいつまでも変わらないで続くこと。 

・奉遷→ご神体を移動させること（本

殿を移設したのではなくてご神体を少

し動かしたのだと思います。 

・四大天王→仏法を守護する東方の持国天、南方の増長

天、西方の広目天、北方の多聞天の総称。 ・願主→神

仏に願いをかける当人（氏子）。 ・大明神→神の尊称 

・守護→守ること。 ・百姓代→江戸時代の村役人。 
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改修は、文政７年（１８２４年）9月２８日。甲（きのえ）は西暦年の

下一桁で４の年が甲の年となる。この年に１３代将軍徳川家定や大村益

次郎が誕生している。先覚院は藤原敏恵さんの先祖で金刀比羅神社 

とも関わりがあります。 
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